
東北学院大学論集　歴史と文化　第 53号

31（　 ）

《
書
評
》
黒
川
正
剛
『
魔
女
狩
り 

│ 

西
欧
の
三
つ
の
近
代
化 

│
』

　
　

 　

 

講
談
社
選
書
メ
チ
エ
、
二
〇
一
四
年
、
二
七
二
頁
。

楠
　
　
　
　
　
義
　
　
彦

黒
川
正
剛
氏
は
現
在
、
太
成
学
院
大
学
人
間
学
部
教
授
で
あ
る
。
黒
川
氏

に
は
既
に
『
魔
女
と
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
』（
新
評
論
、
二
〇
一
二
年
）、『
図
説　

魔
女
狩
り
』（
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
一
一
年
）
な
ど
、
魔
女
に
関
す
る
多

く
の
著
作
が
あ
る
。
氏
の
研
究
ス
タ
イ
ル
は
、
歴
史
学
に
と
ど
ま
ら
ず
、
人

類
学
、
図
像
学
、
宗
教
学
な
ど
を
利
用
し
た
学
際
性
に
特
徴
が
あ
る
。
著
者

自
ら
が
認
め
る
よ
う
に
本
書
は
魔
女
狩
り
の
概
説
で
は
な
く
、「
冒
険
的
」

な
研
究
で
あ
る
。

本
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
、

　

は
じ
め
に

　

第
一
章　

異
端
か
ら
魔
女
へ 

│ 

中
世
末 

│

　

第
二
章　
「
魔
女
熱
狂
」
時
代
前
夜 

│ 

十
五
世
紀 

│

　

第
三
章　

バ
ロ
ッ
ク
時
代
の
中
の
魔
女
裁
判 

│ 

十
六
〜
十
七
世
紀 

│

　

第
四
章　

魔
女
裁
判
時
代
の
終
焉
と
西
欧
近
代
化
の
始
ま
り

　
　
　
　
　

│ 

十
七
世
紀
後
半 

│

　

お
わ
り
に

最
初
に
本
書
を
順
に
概
観
し
、
そ
の
後
筆
者
な
り
の
コ
メ
ン
ト
を
付
し
た

い
。

　
　
　
　
　
一

ま
ず
、「
は
じ
め
に
」
に
お
い
て
、黒
川
氏
は
魔
女
裁
判
の
最
盛
期
が
、「
現

世
の
称
賛
、
人
間
性
の
肯
定
、
個
性
の
重
視
、
感
性
の
解
放
を
特
徴
と
す
る

ル
ネ
サ
ン
ス
の
時
代
に
つ
づ
く
近
世
に
お
い
て
だ
っ
た
」
と
確
認
す
る
。
そ

し
て
、
魔
女
狩
り
と
は
何
だ
っ
た
の
か
と
い
う
問
い
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
と

は
何
だ
っ
た
の
か
と
い
う
問
い
に
展
開
し
て
い
く
。
こ
こ
で
本
書
の
副
題
に

あ
る
「
西
欧
の
三
つ
の
近
代
化
」
の
視
点
か
ら
「
魔
女
狩
り
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

近
代
誕
生
の
機し
く
み制

の
関
係
」
を
明
ら
か
に
す
る
、
と
い
う
本
書
の
目
的
が
提

示
さ
れ
る
。
こ
の
三
つ
の
近
代
化
と
は
第
一
に
「
視
覚
を
中
心
と
す
る
感
覚

の
近
代
化
」、
第
二
に
「
自
然
認
識
の
変
容
と
近
代
化
」、
第
三
に
「
他
者
・

社
会
的
周
縁
者
の
排
除
と
近
代
化
」
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
三
つ
の

視
点
の
う
ち
中
心
と
な
る
の
は
第
一
の
視
点
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
著
者

に
よ
る
と
、
視
覚
こ
そ
が
人
間
が
世
界
に
対
峙
し
活
動
す
る
基
盤
に
な
る
か
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ら
で
あ
る
。
黒
川
氏
は
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ジ
ェ
イ
の
視
角
文
化
論
を
参
考
に
、

そ
れ
を
さ
ら
に
独
自
に
発
展
さ
せ
な
が
ら
、
魔
女
狩
り
と
魔
女
信
仰
の
問
題

を
解
読
し
、
人
間
存
在
と
人
間
文
化
研
究
と
し
て
の
魔
女
狩
り
研
究
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
。

第
一
章
で
は
「
視
覚
を
中
心
と
す
る
感
覚
の
近
代
化
」
は
差
別
の
可
視
化

か
ら
、「
自
然
認
識
の
変
容
と
近
代
化
」
は
西
欧
中
世
の
自
然
と
反
・
自
然

概
念
か
ら
、「
他
者
・
社
会
的
周
縁
者
の
排
除
と
近
代
化
」
は
ユ
ダ
ヤ
教
徒

の
イ
メ
ー
ジ
の
継
承
の
観
点
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
論
じ
、
い
ず
れ
も
近
代
化
以
前

の
前
提
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
る
。
そ
し
て
全
体
を
統
括
す
る
も
の
と
し
て

「
視
覚
的
・
認
識
論
的
錯
誤
」
と
い
う
考
え
方
を
提
示
す
る
。

す
な
わ
ち
、
ま
ず
一
二
一
五
年
の
第
四
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
で
の
ユ
ダ
ヤ
教

徒
の
服
装
規
定
に
言
及
す
る
。
ユ
ダ
ヤ
教
徒
は
黄
、
赤
、
緑
の
標
識
を
つ
け

差
別
の
可
視
化
が
図
ら
れ
た
。
中
世
後
期
に
お
い
て
ユ
ダ
ヤ
教
徒
と
ハ
ン
セ

ン
病
患
者
は
代
表
的
な
社
会
的
周
縁
者
で
あ
っ
た
。
一
四
三
七
年
頃
の
『
ガ

ザ
リ
派
の
誤
謬
』
に
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
教
会
堂
で
あ
る
シ
ナ
ゴ
ー
グ
と
い
う
名

称
で
魔
女
の
サ
バ
ト
の
祖
形
が
描
写
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
他
者
」
で
あ
る

ユ
ダ
ヤ
教
徒
と
カ
タ
リ
派
と
い
う
中
世
の
社
会
的
周
縁
者
の
イ
メ
ー
ジ
が
影

響
を
与
え
た
た
め
で
あ
る
。こ
れ
は
一
四
六
〇
年
頃
の『
ワ
ル
ド
派
駁
論
』で
、

ワ
ル
ド
派
が
悪
魔
を
崇
拝
し
サ
バ
ト
で
乱
交
を
行
い
魔
女
と
し
て
処
刑
さ
れ

た
ア
ラ
ス
の
裁
判
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ワ
ル
ド
派
が
魔
術
の
同
意
語
と
な

り
、魔
女
像
の
祖
形
の
一
翼
を
担
っ
た
こ
と
で
よ
り
強
化
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

他
方
、
黒
川
氏
は
魔
女
信
仰
に
重
要
な
位
置
を
占
め
る
「
自
然
」
と
い
う
語

が
、「
西
欧
キ
リ
ス
ト
教
文
化
独
特
の
意
味
を
含
む
」と
い
う
。
す
な
わ
ち「
自

然
」
は
「
神
」
と
等
置
さ
れ
、
魔
女
の
行
為
は
「
反
・
自
然
」
で
あ
る
。
後

者
は
三
世
紀
頃
の
ロ
ー
マ
帝
国
で
「
奴
隷
の
身
分
」
を
指
示
し
、
ユ
ス
テ
ィ

ニ
ア
ヌ
ス
一
世
の
「
新
勅
法
」
で
は
同
性
愛
、
獣
姦
、
近
親
相
姦
な
ど
性
的

な
非
道
・
冒
涜
的
行
為
を
指
し
、
十
一
世
紀
以
降
異
端
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
、

ユ
ダ
ヤ
教
徒
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
て
い
く
。
こ
れ
は
信
仰
に
お
け
る
錯
誤

が
反
・
自
然
の
罪
と
結
び
つ
い
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
グ
ラ
テ
ィ
ア
ヌ

ス
は
自
然
法
を
神
の
法
と
同
一
視
し
世
俗
権
力
を
制
限
す
る
も
の
と
し
て
関

心
を
高
め
て
い
っ
た
。こ
う
い
っ
た
西
欧
中
世
の
自
然
の
概
念
史
の
中
で
反
・

自
然
と
し
て
の
魔
女
の
行
為
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

黒
川
氏
は
文
書
に
描
か
れ
る
想
像
上
の
光
景
を
、
無
意
識
下
で
真
実
か
つ

現
実
の
事
柄
と
し
て
描
写
す
る
「
視
覚
的
・
認
識
論
的
錯
誤
」
の
例
と
し
て

理
解
す
る
。
そ
し
て
ま
さ
に
こ
れ
こ
そ
が
魔
女
信
仰
を
支
え
る
心
性
と
な
っ

た
。
例
え
ば
、
一
四
三
七
年
頃
の
ド
ミ
ニ
コ
会
の
神
学
者
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ニ
ー

ダ
ー
の
『
蟻
塚
』
は
自
ら
の
体
験
で
は
な
く
伝
聞
に
基
づ
い
て
書
か
れ
て
い

る
が
、
そ
の
伝
聞
を
確
実
な
証
拠
と
認
識
し
て
い
た
。

第
二
章
で
は
、
ま
ず
『
魔
女
の
槌
』
を
取
り
上
げ
、
ク
ラ
ー
メ
ル
の
個
人

的
な
経
験
が
魔
術
の
現
実
性
を
証
明
す
る
証
拠
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら

論
を
始
め
る
。
こ
の
経
験
に
は
信
頼
す
る
人
物
か
ら
の
伝
聞
も
含
ま
れ
て
い

る
。
ま
た
、
十
三
世
紀
か
ら
十
四
世
紀
に
か
け
て
、
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス

の
自
律
化
し
た
「
自
然
」、
神
の
奇
蹟
で
あ
る
「
超
・
自
然
」、
奇
形
・
怪
物

の
誕
生
や
彗
星
な
ど
の
「
脱
・
自
然
」
と
い
う
区
別
が
神
学
者
の
中
で
主
張

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
指
摘
す
る
。
十
六
世
紀
に
は
「
超
・
自
然
と
し
て
の

奇
蹟
」
と
「
脱
・
自
然
と
し
て
の
驚
異
」
の
区
別
が
強
め
ら
れ
、「
脱
・
自
然
」

は
悪
魔
の
活
動
や
魔
術
と
結
び
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
ル
ネ

サ
ン
ス
と
宗
教
改
革
に
よ
る
魔
女
狩
り
へ
の
影
響
に
つ
い
て
概
観
し
て
い
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く
。
そ
の
後
、
印
刷
物
の
普
及
に
伴
い
、
挿
入
さ
れ
た
木
版
画
な
ど
の
図
像

が
一
四
九
〇
年
頃
か
ら
発
展
し
、
視
覚
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
「
視
覚
的
・
認
識

論
的
錯
誤
」
を
増
幅
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
魔
女
の
イ
メ
ー
ジ
が
固
定
化
さ
れ

魔
女
狩
り
に
拍
車
を
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
と
述
べ
る
。

第
三
章
は
、
魔
女
裁
判
が
十
六
世
紀
末
か
ら
十
七
世
紀
の
バ
ロ
ッ
ク
時
代

に
全
盛
を
極
め
た
こ
と
に
注
目
し
、
両
者
の
関
係
を
整
合
的
に
理
解
す
る
努

力
が
図
ら
れ
る
。
黒
川
氏
は
ベ
ネ
デ
ッ
ト
・
ク
ロ
ー
チ
ェ
に
則
り
、
バ
ロ
ッ

ク
と
い
う
語
を
「
特
定
の
場
所
と
時
代
に
お
け
る
衰
退
と
道
徳
的
な
危
機
の

表
現
」
と
考
え
る
。
バ
ロ
ッ
ク
時
代
は
中
世
と
近
代
の
二
つ
の
世
界
観
が
対

決
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
の
転
換
期
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
建
築
や
美
術
作
品

を
想
起
さ
せ
る
バ
ロ
ッ
ク
と
い
う
表
現
が
使
用
さ
れ
る
の
は
、黒
川
氏
の「
視

覚
的
・
認
識
論
的
錯
誤
」
と
の
関
わ
り
で
不
可
避
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
バ

ロ
ッ
ク
絵
画
の
特
質
が
「
視
覚
的
リ
ア
リ
ズ
ム
」
で
あ
り
、
真
実
ら
し
さ
が

真
実
よ
り
重
視
さ
れ
、
現
実
と
幻
想
が
混
在
し
た
時
代
で
あ
っ
た
た
め
で
あ

る
。次

に
黒
川
氏
は
フ
ラ
ン
ス
・
バ
ス
ク
地
方
で
活
動
し
た
ピ
エ
ー
ル
・
ド
・

ラ
ン
ク
ル
に
注
目
す
る
。
ド
・
ラ
ン
ク
ル
は
バ
ス
ク
人
の
血
を
引
き
な
が
ら

ボ
ル
ド
ー
高
等
法
院
評
定
官
と
し
て
魔
女
裁
判
を
行
っ
た
。
彼
は
悪
魔
学
論

文
を
典
拠
と
し
つ
つ
も
、
証
人
の
証
言
と
被
告
の
自
白
を
重
視
し
た
。
例
え

ば
、
盲
目
の
証
人
の
聴
覚
情
報
を
も
と
に
サ
バ
ト
の
ダ
ン
ス
を
描
写
す
る
。

ま
さ
に
ド
・
ラ
ン
ク
ル
に
は
「
視
覚
的
・
認
識
論
的
錯
誤
」
が
深
く
根
を
下

ろ
し
て
い
た
。
翌
年
の
改
訂
版
で
は
ジ
ャ
ン
・
ジ
ア
ル
ン
コ
の
魔
女
の
サ
バ

ト
の
版
画
が
挿
入
さ
れ
、
魔
女
の
所
業
の
現
実
性
が
強
化
さ
れ
た
。

第
四
章
で
は
、
ま
ず
一
六
五
八
年
の
ヨ
ハ
ン
・
ア
モ
ス
・
コ
メ
ニ
ウ
ス
の

『
世
界
図
絵
』
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
同
書
は
世
界
を
一
五
〇
の
項
目
に
分

け
説
明
文
と
図
絵
を
掲
載
し
た
子
供
向
け
絵
本
で
あ
る
。
こ
こ
に
描
か
れ
た

魔
女
は
魔
女
狩
り
全
盛
時
に
比
べ
迫
真
性
を
減
少
さ
せ
て
お
り
、
こ
れ
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
心
性
の
変
化
を
示
し
て
い
る
。

こ
こ
で
黒
川
氏
が
参
照
す
る
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ジ
ェ
イ
の
近
世
の
「
視
の
制

度
」
が
紹
介
さ
れ
る
。
ジ
ェ
イ
の
視
の
制
度
に
は
「
視
覚
芸
術
に
お
け
る
ル

ネ
サ
ン
ス
の
遠
近
法
」、「
哲
学
に
お
け
る
デ
カ
ル
ト
の
主
観
的
合
理
性
」、「
バ

ロ
ッ
ク
」
が
あ
る
が
、
最
初
の
二
つ
は
「
デ
カ
ル
ト
的
遠
近
法
主
義
」
と
ま

と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
バ
ロ
ッ
ク
や
十
七
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
美
術
の

「
ベ
イ
コ
ン
的
経
験
主
義
」に
よ
っ
て「
取
っ
て
代
わ
」ら
れ
る
こ
と
に
な
る
、

と
黒
川
氏
独
自
の
視
の
制
度
論
が
登
場
す
る
。
前
者
の
例
と
し
て
、
バ
ル
タ

ザ
ー
ル
・
ベ
ッ
カ
ー
と
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ト
マ
ジ
ウ
ス
を
、
後
者
の
例
と

し
て
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ベ
イ
コ
ン
を
取
り
上
げ
る
。
前
二
者
は
「
デ
カ
ル
ト
的

遠
近
法
主
義
」
の
も
と
で
魔
女
信
仰
に
対
峙
し
、「
視
覚
的
・
認
識
論
的
錯
誤
」

か
ら
脱
し
て
い
た
。
一
方
、
ベ
イ
コ
ン
は
近
代
科
学
的
方
法
で
あ
る
客
観
的

観
察
と
実
験
的
方
法
を
主
張
し
た
が
、
こ
れ
は
視
覚
の
特
権
化
と
密
接
に
関

係
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
二

以
上
の
よ
う
に
、
本
書
で
取
り
上
げ
た
諸
々
の
観
点
は
そ
れ
ぞ
れ
極
め
て

多
様
な
展
開
を
含
み
、
恐
ろ
し
く
重
層
的
で
あ
り
、
著
者
の
い
う
「
冒
険
的

な
」著
作
と
い
う
表
現
は
言
い
得
て
妙
で
あ
る
。「
冒
険
的
」と
い
う
表
現
は
、

こ
の
著
作
で
は
実
証
研
究
を
志
向
し
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
ま
た
理
論
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的
な
側
面
を
前
面
に
出
さ
な
い
と
い
う
意
味
で
解
釈
で
き
る
。
こ
の
点
は
あ

ら
か
じ
め
十
分
に
押
さ
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

「
他
者
・
社
会
的
周
縁
者
の
排
除
と
近
代
化
」
と
い
う
第
三
の
観
点
に
つ

い
て
は
、
前
著
で
あ
る
『
魔
女
と
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
』
で
主
と
し
て
扱
わ
れ
て

お
り
、
本
書
で
は
あ
ま
り
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
両
著
を
一
連
の
研
究
と
し

て
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、「
自
然
認
識
の
変
容
と
近
代
化
」

も
、
問
題
の
大
き
さ
に
比
較
し
て
叙
述
が
簡
潔
で
あ
り
、
近
々
に
別
稿
が
予

定
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
さ
せ
る
。
こ
れ
ら
三
つ
の
観
点
の
相

互
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
本
書
で
は
積
極
的
に
扱
わ
ず
、
お
そ
ら
く
三
つ
の

観
点
は
あ
る
程
度
独
立
し
た
系
で
あ
り
、
系
の
結
節
点
が
魔
女
狩
り
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
も
の
と
推
測
で
き
る
。
黒
川
氏
が
「
お
わ
り
に
」
で
明
記
さ

れ
た
よ
う
に
、
魔
女
信
仰
に
お
け
る
「
現
実
」「
真
実
」
の
問
題
と
、「
感
覚

の
近
代
化
」
の
問
題
は
、
氏
の
今
後
の
研
究
の
発
展
を
待
た
ざ
る
を
得
な
い

だ
ろ
う
。
視
覚
文
化
論
に
お
け
る
「
視
覚
性
」visuality
を
基
底
と
し
て
、

客
観
的
実
在
と
し
て
魔
女
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
特
定
の
見
方
に
よ
っ
て
構

築
さ
れ
た
魔
女
を
考
え
る
、
氏
の
言
葉
に
よ
れ
ば
、「
視
覚
的
・
認
識
論
的

錯
誤
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
客
観
的
実
在
と
し
て
の
『
事
実
』（fact

）

や
『
真
実
』（truth

）
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
特
定
の
見
方
に
よ
っ
て
構
築

さ
れ
た
『
現
実
』（reality

）
が
あ
る
だ
け
」（
生
井
英
孝
「
視
覚
文
化
論
の

可
能
性
」『
立
教
ア
メ
リ
カ
ン
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
』
第
二
十
八
号
、

二
〇
〇
六
年
、
九
│
十
頁
）
な
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
視
覚
文
化
論
自
体
が

近
代
を
対
象
に
し
た
も
の
な
の
で
、「
視
覚
の
近
代
化
」
を
提
起
す
る
黒
川

氏
の
考
え
は
、
視
覚
文
化
論
を
基
に
独
自
の
論
を
展
開
し
た
も
の
で
、
一
歩

先
を
見
据
え
た
考
え
方
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
考
え
方
の
背
景
に
、

近
代
初
頭
を
特
権
化
す
る
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
を
感
じ
る
の
は
筆
者
だ
け

で
あ
ろ
う
か
。
以
下
に
お
い
て
、
筆
者
が
気
に
な
っ
た
具
体
的
な
点
に
つ
い

て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
本
稿
の
責
任
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

（
一
）　
学
際
的
研
究
の
あ
り
方

悪
魔
学
論
文
の
分
析
の
微
視
的
な
詳
細
さ
に
比
べ
て
、「
視
覚
的
・
認
識

論
的
錯
誤
」
や
「
視
の
制
度
」
な
ど
の
叙
述
は
俯
瞰
的
で
あ
り
、
対
象
と
の

客
観
的
距
離
や
、
両
者
の
議
論
の
粒
子
の
質
が
い
さ
さ
か
不
揃
い
で
あ
る
。

こ
れ
は
歴
史
学
の
部
分
と
文
化
論
の
部
分
を
併
せ
持
つ
本
書
の
特
徴
で
あ

る
。
い
わ
ゆ
る
文
化
史
や
学
際
性
を
持
つ
研
究
の
場
合
、
個
々
の
学
問
分
野

の
作
法
を
、
あ
る
意
味
緩
和
し
て
、
複
数
分
野
の
研
究
成
果
を
利
用
す
る
場

合
が
多
い
。
例
え
ば
、
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ベ
ー
リ
ン
ガ
ー
は
そ
の
代
表
的

研
究
者
で
あ
る
（
長
谷
川
直
子
訳
『
魔
女
と
魔
女
狩
り
』
刀
水
書
房
、

二
〇
一
四
年
）。
け
れ
ど
も
、
本
来
、
各
学
問
分
野
の
固
有
の
原
理
原
則
を

守
る
こ
と
で
、
体
系
的
な
学
問
が
成
立
す
る
。
学
問
研
究
と
し
て
譲
歩
で
き

な
い
部
分
が
歴
史
学
な
の
か
宗
教
学
な
の
か
、
は
た
ま
た
そ
れ
は
図
像
学
な

の
か
、
あ
る
い
は
い
ず
れ
か
の
分
野
に
特
権
的
な
役
割
を
与
え
る
こ
と
を
意

識
的
に
排
除
し
て
い
る
の
か
、
本
書
に
は
明
確
な
記
述
が
な
か
っ
た
。
そ
の

こ
と
が
学
際
性
の
証
拠
と
言
え
な
い
こ
と
も
な
い
が
、
歴
史
的
次
元
を
持
っ

た
視
覚
文
化
論
を
軸
と
し
た
本
書
で
は
、
歴
史
学
に
主
体
的
な
役
割
を
配
置

し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
魔
女
狩
り
の
問
題
に
限
ら
ず
、
三

つ
の
近
代
化
は
近
世
理
解
を
揺
る
が
す
歴
史
学
上
の
極
め
て
重
大
な
問
題
提

起
で
あ
る
。
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（
二
）　
時
代
状
況
の
評
価

中
世
か
ら
十
七
世
紀
前
半
の
「
視
覚
的
・
認
識
論
的
錯
誤
」
は
「
バ
ロ
ッ

ク
的
世
界
」
を
経
由
し
て
、
一
六
三
〇
年
代
よ
り
「
デ
カ
ル
ト
＝
ベ
イ
コ
ン

的
近
代
世
界
」
へ
と
変
異
し
、
そ
れ
と
ほ
ぼ
対
応
す
る
よ
う
に
魔
女
狩
り
が

隆
替
す
る
。
時
代
と
の
対
応
状
況
の
中
で
論
を
展
開
す
る
の
が
、
本
書
で
の

黒
川
氏
の
魔
女
狩
り
論
の
大
き
な
流
れ
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
こ
で
注
意
す
る

こ
と
は
、「
視
覚
的
・
認
識
論
的
錯
誤
」
の
中
世
も
、「
バ
ロ
ッ
ク
的
世
界
」
も
、

「
デ
カ
ル
ト
＝
ベ
ー
コ
ン
的
近
代
世
界
」
も
、
い
ず
れ
も
ノ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ

イ
ソ
ン
の
「
意
味
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

行
論
の
過
程
で
ル
ネ
サ
ン
ス
と
宗
教
改
革
と
魔
女
狩
り
と
の
関
係
に
つ
い

て
、
一
直
線
の
流
れ
で
は
な
く
澱
み
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。

ま
ず
ル
ネ
サ
ン
ス
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
黒
川
氏
は
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
人
文

主
義
者
の
多
く
が
自
然
魔
術
の
実
践
者
で
あ
っ
た
た
め
に
、
魔
女
の
未
熟
な

魔
術
を
軽
視
し
、
そ
れ
が
一
五
二
〇
年
代
以
降
の
魔
女
狩
り
の
小
康
状
態
の

一
因
で
あ
っ
た
と
述
べ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
黒
川
氏
の
上
げ
る
人
文
主
義

者
ジ
ャ
ン
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ピ
コ
・
デ
ッ
ラ
・
ミ
ラ
ン
ド
ラ
、
ア
ン
ド
レ
ー

ア
・
ア
ル
チ
ャ
ー
テ
ィ
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
・
ア
グ
リ
ッ
パ
・
フ
ォ

ン
・
ネ
ッ
テ
ス
ハ
イ
ム
は
い
ず
れ
も
十
六
世
紀
の
北
方
ル
ネ
サ
ン
ス
期
に
活

躍
し
た
人
物
で
、
一
般
的
な
ル
ネ
サ
ン
ス
の
人
文
主
義
者
の
代
表
者
と
い
う

の
に
は
時
期
的
に
も
些
か
違
和
感
が
あ
る
だ
ろ
う
。
彼
ら
に
よ
っ
て
小
康
状

態
が
達
成
さ
れ
た
の
か
、
小
康
状
態
に
よ
っ
て
彼
ら
の
考
え
が
形
成
さ
れ
た

の
か
、
因
果
関
係
は
微
妙
で
あ
る
。
ル
ネ
サ
ン
ス
哲
学
の
最
後
の
代
表
者
で

あ
る
ジ
ェ
ル
ダ
ー
ノ
・
ブ
ル
ー
ノ
や
ミ
シ
ェ
ル
・
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
に
は
、
後

に
デ
カ
ル
ト
で
完
成
す
る
、
あ
ら
ゆ
る
前
提
を
拒
否
す
る
懐
疑
主
義
が
見
ら

れ
る
。
ル
ネ
サ
ン
ス
は
対
抗
宗
教
改
革
の
カ
ト
リ
ッ
ク
と
の
融
合
の
中
で
ル

ネ
サ
ン
ス
文
化
を
展
開
し
、
デ
カ
ル
ト
を
産
ん
だ
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ル

ネ
サ
ン
ス
の
魔
女
狩
り
に
対
す
る
影
響
は
、
黒
川
氏
が
「
停
滞
」
と
呼
ぶ
状

況
よ
り
、
格
段
に
大
き
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
黒
川
氏
は
宗
教
改
革
と
対
抗
宗
教
改
革
の
一
五
一
〇
年
代
か
ら

六
〇
年
代
に
か
け
て
、
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
分
裂
の
た
め
魔
女
狩
り
が
停
滞

す
る
も
の
の
、
ト
リ
エ
ン
ト
公
会
議
以
降
宗
教
戦
争
と
い
う
形
で
新
旧
対
立

が
激
化
し
、
魔
女
狩
り
が
盛
ん
に
な
る
と
い
う
。
信
仰
集
団
内
の
信
仰
レ
ベ

ル
の
多
様
性
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
、
個
々
の
信
者
の
信
仰
レ
ベ
ル
の

強
化
と
変
質
が
魔
女
狩
り
の
隆
替
と
ど
の
よ
う
に
違
和
感
な
く
理
解
で
き
る

の
か
の
展
望
が
欲
し
か
っ
た
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
徹
底
し
た
個
人

主
義
や
現
世
肯
定
的
な
態
度
が
魔
女
狩
り
と
い
か
な
る
関
係
に
あ
っ
た
か
を

明
ら
か
に
で
き
れ
ば
、
格
段
に
説
得
力
を
増
し
た
で
あ
ろ
う
。

（
三
）　
新
し
い
「
視
の
制
度
」
論

本
書
の
疑
い
の
な
い
核
は
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ジ
ェ
イ
の
「
視
の
制
度
」
を
土

台
に
し
た
新
し
い
「
視
の
制
度
」
理
論
で
あ
る
。
厳
密
に
は
、「
視
の
制
度
」

と
い
う
用
語
は
ジ
ェ
イ
の
言
葉
で
は
な
く
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
メ
ッ
ツ
の

も
の
で
あ
る
。
黒
川
氏
が
用
い
た
の
は
ハ
ル
・
フ
ォ
ス
タ
ー
編
の
『
視
覚
論
』

に
収
録
さ
れ
た
ジ
ェ
イ
の
「
近
代
性
に
お
け
る
複
数
の
『
視
の
制
度
』」
で

あ
る
。
同
書
は
一
九
八
八
年
に
原
著
が
刊
行
さ
れ
た
が
、
本
来
、
一
九
八
八

年
に
デ
ィ
ア
芸
術
財
団
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
現
代
文
化
を
め
ぐ
る
議
論
」

の
記
録
で
あ
っ
た
。
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
の
ハ
ル
・
フ
ォ
ス
タ
ー
は
、
序
文
に

お
い
て
ジ
ェ
イ
の
報
告
の
紹
介
を
し
て
い
る
が
、
ジ
ェ
イ
が
デ
カ
ル
ト
的
遠
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近
法
主
義
の
亀
裂
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
十
七
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
絵
画
に
生

じ
た
「
描
写
術
」
と
、
バ
ロ
ッ
ク
芸
術
で
の
「
見
る
こ
と
の
狂
気
」
と
い
う

二
つ
の
対
抗
モ
ー
ド
を
、「
特
定
の
時
代
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
」

と
要
約
し
て
い
る
（
ハ
ル
・
フ
ォ
ス
タ
ー
編
、
榑
沼
範
久
訳
『
視
覚
論
』
平

凡
社
、
二
〇
〇
七
年
、
十
三
│
十
四
頁
）。
ジ
ェ
イ
の
報
告
は
、
デ
カ
ル
ト

的
遠
近
法
主
義
を
批
判
し
て
、
そ
の
内
部
の
亀
裂
と
強
制
力
の
弱
さ
を
指
摘

す
る
。
こ
れ
は
近
代
に
お
け
る
視
覚
の
特
権
化
、
視
覚
を
支
配
的
な
感
覚
と

す
る
こ
と
に
は
同
意
す
る
も
の
の
、
複
数
の
「
視
の
制
度
」
の
競
合
の
議
論

で
あ
る
。
ジ
ェ
イ
は
近
代
性
が
ル
ネ
サ
ン
ス
と
科
学
革
命
に
始
ま
る
と
し
て

い
る
が
、
こ
れ
は
極
め
て
一
般
的
な
議
論
で
あ
り
、
歴
史
学
的
に
は
雑
駁
す

ぎ
て
到
底
納
得
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

と
こ
ろ
で
、ジ
ェ
イ
は
件
の
報
告
を
一
九
九
三
年
に
一
部
加
筆
修
正
し
て
、

「
近
代
の
視
覚
体
制
」
と
し
て
別
の
論
文
集
に
収
録
し
て
い
る
（
今
井
道
夫
・

吉
田
徹
也
・
佐
々
木
啓
・
富
松
保
文
訳
『
力
の
場 
│ 
思
想
史
と
文
化
批
判

の
あ
い
だ 

│
』
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
六
年
、
一
九
五
│
一
九
九
頁
）。

そ
れ
に
よ
る
と
、
ジ
ェ
イ
は
三
つ
の
視
覚
体
制
（
視
の
制
度
）
を
都
市
の
視

の
制
度
に
当
て
は
め
て
考
察
し
て
い
る
。
デ
カ
ル
ト
的
遠
近
法
主
義
は
古
代

ロ
ー
マ
に
遡
る
が
、
中
世
に
一
時
中
断
し
、
ル
ネ
サ
ン
ス
期
に
復
活
し
た
。

代
表
的
に
は
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
や
マ
ン
ハ
イ
ム
と
照
応
す
る
。
オ
ラ
ン
ダ
の
描

写
術
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
、
バ
ロ
ッ
ク
は
ベ
ル
ニ
ー
ニ
に
よ
る
十
七
世
紀

の
ロ
ー
マ
を
そ
の
代
表
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
各
々
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー

は
あ
る
程
度
ま
で
他
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
、
少
な
く
と
も
影
の
伴
侶
と
し
て

生
み
出
す
傾
向
が
あ
っ
た
」
と
し
て
、
こ
こ
で
も
や
は
り
複
数
の
「
視
の
制

度
」
の
競
合
・
並
存
こ
そ
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ジ
ェ
イ
の
考
え
る
複
数
の
「
視
の
制
度
」
の
競
合
・
並
存
は
、
見
方
を
変

え
れ
ば
何
も
説
明
し
な
い
し
、
何
も
論
証
し
な
い
考
え
方
で
あ
る
。
こ
の
競

合
・
並
存
が
地
域
的
な
特
性
や
特
殊
な
事
情
に
よ
る
差
異
と
な
っ
て
生
じ
て

い
る
の
で
あ
れ
ば
、
極
め
て
限
定
的
な
意
味
し
か
持
ち
得
な
い
も
の
の
、
一

定
の
意
味
は
あ
る
と
思
う
。
し
か
し
、
近
代
性
を
問
題
に
す
る
場
合
、
は
な

は
だ
不
十
分
な
制
度
論
と
考
え
る
し
か
な
い
だ
ろ
う
。
黒
川
氏
は
ジ
ェ
イ
の

「
視
の
制
度
」
論
の
限
界
に
気
付
い
た
に
違
い
な
い
。
こ
れ
で
は
、
魔
女
狩

り
の
盛
衰
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
歴
史

性
の
観
点
か
ら
「
視
の
制
度
」
論
を
独
自
に
発
展
さ
せ
た
。
要
す
る
に
、
黒

川
氏
が
依
拠
し
た
ジ
ェ
イ
の
「
視
の
制
度
」
論
と
黒
川
氏
の
「
視
の
制
度
」

論
は
異
な
っ
て
お
り
、
黒
川
氏
の
「
視
の
制
度
」、
言
わ
ば
「
視
の
制
度
の

歴
史
的
展
開
論
」
と
し
て
本
書
を
読
む
べ
き
で
あ
る
。
も
っ
と
も
選
書
と
い

う
出
版
事
情
か
ら
、
理
論
的
な
議
論
を
展
開
し
に
く
く
、
一
般
読
者
の
誤
読

の
危
険
が
あ
る
感
も
否
め
な
い
が
。

　
　
　
　
　
三

最
後
に
、
黒
川
氏
の
関
心
か
ら
は
お
そ
ら
く
逸
脱
し
て
い
る
が
、
も
う
一

つ
だ
け
重
要
な
点
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。
近
代
社
会
の
物
質
的
基
礎
で
あ
る

資
本
主
義
と
、
機
械
技
術
に
よ
る
合
理
化
の
促
進
が
、
視
の
制
度
論
と
ど
の

よ
う
に
関
係
す
る
の
か
、
ま
た
魔
女
狩
り
の
衰
退
と
ど
の
よ
う
に
関
係
し
た

の
か
、広
く
物
質
的
側
面
と
精
神
的
側
面
が
い
か
な
る
関
係
に
あ
っ
た
の
か
、

あ
る
い
は
あ
り
得
た
の
か
の
考
察
が
あ
れ
ば
、
と
思
う
。

「
視
覚
的
・
認
識
論
的
錯
誤
」
が
、
現
代
社
会
も
含
め
て
、
超
歴
史
的
に
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存
在
す
る
と
い
う
こ
と
を
、大
多
数
の
人
は
体
験
的
に
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

そ
う
い
っ
た
日
常
生
活
の
皮
膚
感
覚
か
ら
、
魔
女
狩
り
の
問
題
を
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
近
代
化
論
と
関
係
づ
け
て
構
築
し
よ
う
と
し
た
本
書
は
、
終
始
刺
激
に

満
ち
、
歴
史
学
研
究
の
本
質
に
迫
る
挑
戦
的
研
究
で
あ
る
。
非
常
に
多
様
な

問
題
と
の
関
連
性
を
再
考
さ
せ
る
と
い
う
点
で
も
、
大
き
な
価
値
が
あ
る
と

評
価
で
き
る
だ
ろ
う
。
今
後
、
自
然
認
識
の
近
代
化
の
問
題
と
と
も
に
注
目

し
て
い
き
た
い
。


